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▲高城町太鼓踊り ▲中郷虚無僧踊り
　高城神社例祭に伴う芸能である高城町太鼓踊りと、
諏訪神社例祭に伴う芸能である中郷虚無僧踊りは、
平成７年３月に市の指定無形民俗文化財に指定され
てから、30周年を迎えます。
　過疎化が進み、踊り子の確保が難しい中でも、保
存会を中心に小中高生へ伝統を引き継いでいます。
高城町太鼓踊りは９月に奉納予定です。
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　石神神社境内にあるオガタマノキは、昭和 19年
11月に国の天然記念物に指定されてから、80周年
を迎えます。
　胸高周囲 6.7m、高さ約 22m、推定樹齢は約 800年で、50年以上前は玉串として用い
られていて、神社には欠かせないものとされてきました。

永利のオガタマノキ

　平成 26年 4月に開館した高速船ターミナル、運航を開始
した高速船甑島は、10周年を迎えました。これまで多くの
観光客が乗船しており、交流人口増加の一翼を担っています。
　高速船ターミナルでは定期的にイベントの開催をしていて、
乗船しない人も楽しめる場となっています。

高速船ターミナル・高速船甑島

その他の○周年

名　称 周　年

今
いま
村
むら
庚
こう
申
しん
塔
とう
（田海町） 市指定有形民俗文化財 30周年

飯
い
母
ぼ
鷹
たか
踊
おどり
（中村町） 市指定無形民俗文化財 30周年

桃
とう
花
か
山
ざん
浄
じょう
興
こう
寺
じ
跡
あと
石
せき
塔
とう
群
ぐん

（高城町）
市指定史跡 30周年

福
ふく
昌
しょう
寺
じ
仁
に
王
おう
石
せき
像
ぞう
（向田町） 市指定美術工芸品 40周年

名　称 周　年

清
きよ
水
みず
寺
でら
経
きょう
壺
つぼ
（川内歴史資料館） 市指定美術工芸品 40周年

薩摩国分寺層塔（国分寺町） 市指定美術工芸品 40周年

鳥
とり
追
おい
の杜
もり
（鳥追町） 市指定史跡 40周年

オニバス自生地（寄田町） 県指定天然記念物 70周年
薩摩国分寺跡（国分寺町） 国指定史跡 80周年

高城町太鼓踊りに２年間参加した肱
ひじ
黒
くろ
侑
ゆう
生
せい
さん

（15歳）に話を聞きました
　私が太鼓踊りに参加したきっかけは、小さい時か
ら父や 2人の兄が太鼓踊りに出ているのを見て、参
加してみたいと思ったからです。
　実際に２年間参加し、分からないことばかりでし
たが、多くの人にご指導頂き、やり遂げることがで
きました。終わった時の達成感は今でも忘れません。
　若い世代と伝統行事の関わりをより近くすること
が、これからの伝統行事の継承につながっていくと
考えています。各地域で伝統行事に参加したいと思
う若い世代が増えたらいいなと思います。
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変
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、
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ら
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史
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史
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は
、
川
内
地
域
で
今
年
、

本
市
と
同
様
に
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
施
設
や
郷
土
芸
能

な
ど
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

市ホームページでは、薩摩川内市内の指定・登録文化財などを紹介しています ▼
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　市
長
が
思
う
本
市
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

市
長��

　「
海
、
山
、
川
、
湖
」と
い
う
多
種
多

様
な
自
然
や
食
を
一
つ
の
市
で
全
部
楽

し
み
、
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

本
市
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
象
徴
的

な
も
の
だ
と
、
や
は
り
川
内
川
で
す
ね
。

市
街
地
の
真
ん
中
に
国
道
３
号
が
あ
り
、

新
幹
線
が
通
っ
て
、
大
き
な
川
が
流
れ

て
い
る
。
川
内
川
花
火
大
会
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
川
の
両
サ
イ
ド
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
は
な
か
な
か
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
　�

　
あ
と
は
、
神
話
や
歴
史
的
な
文
化
遺

産
、
最
新
の
半
導
体
ま
で
、
時
間
軸
の

長
さ
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
も
魅
力
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ふ
る
さ
と
自
慢
は
あ
り

ま
す
か
。

市
長�　
交
流
拠
点
施
設
が
多
い
こ
と
で
す
ね
。

例
え
ば
、
駅
直
近
の
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん

だ
い
や
九
州
電
力
の
薩
摩
川
内
複
合
施

設
セ
ン
ノ
オ
ト
、
総
合
運
動
公
園
な
ど

は
、
市
外
の
方
も
来
や
す
い
で
す
し
、

子
育
て
層
を
中
心
と
し
た
親
子
三
世
代

が「
集
い
、楽
し
み
、く
つ
ろ
ぎ
、学
べ
る
」

空
間
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
新

幹
線
も
当
た
り
前
に
思
っ
て
い
る
け
れ

　
今
月
は
、
市
長
が
思
う
本
市
の
魅
力
や

ふ
る
さ
と
自
慢
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い

き
ま
す
。

ど
、
県
内
に
３
駅
し
か
停
車
し
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
人
が
来
て
も
ら
え
る
、
私

た
ち
も
利
用
で
き
る
と
い
う
分
か
り
や

す
い
自
慢
で
す
。
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ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
今
か
ら
は
、
市

誕
生
20
周
年
の
年
を
機
に
、
よ
り
多
く

の
人
に
こ
の
環
境
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

市
民
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の
方
に

も
本
市
を
訪
れ
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
、
楽
し
み
の
循
環
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
市
長
の
ふ
る
さ
と
自
慢
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
当
た
り
前
に
見
て
い
る

も
の
を
当
た
り
前
で
は
な
い
と
気
付
い
て

こ
そ
、
ふ
る
さ
と
自
慢
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　
次
回
は
、｢

薩
摩
川
内
市｣

と
い
う
名
称

決
定
の
経
緯
に
迫
り
ま
す
。
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問
合
先

楽しみの循環楽しみの循環

時 内　容 場　所

７月 13 日（土） エコプロジェクト「海辺の学校 inこしき 2024」（～７/14） 甑島区域

14 日（日）
第 20 回地域対抗バレーボール大会 サンアリーナせんだい

「県民の日」記念イベント ＳＳプラザせんだい
19 日（金） とうごう夏まつり納涼大会 樋渡川多目的運動公園

21 日（日） 前
まえ

園
ぞの

真
まさ

聖
きよ

杯サッカー大会 丸山自然公園グラウンド　他
愉快なカラオケ大会 国際交流センター

28 日（日）
清
きよ

塚
づか

信
しん

也
や

＆吉
よし

田
だ

翔
しょう

平
へい

　アコースティック・デュオ コンサート ＳＳプラザせんだい
上甑夏祭り 中甑漁港周辺
入来楽市 入来麓交流館前庭

29 日（月） 第８回日韓友好薩摩川内市・昌
しょう

寧
ねい

郡
ぐん

スポーツ・文化交流事業（～７/31） 韓国昌寧郡
30 日（火） レッツ　エンジョイ　イングリッシュ（～７/31） 少年自然の家

８月 ４日（日） ～夏のにぎわい～こども祭 to 盆おどり ＳＳプラザせんだい　他

　冠事業は、市や各種団体などが実施する既存のイベントなどで、市誕生 20周年を広く周知するために「市誕生 20周年
記念」の冠を付して実施しています。冠事業として実施するイベントを随時募集しています。詳しくは、市ホームページ
をご覧ください。

▶

薩摩川内市誕生 20周年記念サイトはこちら 冠事業募集ページ▶

７月 10日～８月 10日の冠事業７月 10日～８月 10日の冠事業

※募集が終了しているイベントもあります。

▲川内川花火
　大会の様子


